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昨今のキーワードから 
介護の世界を考える
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　3年に1度訪れる介護報酬改定を考えると、今
年は中間の年度になる。改定の年は新しい施策へ
の対応でバタバタし、次の改定の前年度はどのよ
うな改定になるのかで落ち着かなくなる。そう
いった意味では、全国の老健施設の令和元年は穏
やかに過ごせるのかもしれない。しかし、次の改
定やさらにその先に待つ同時改定に向けての国の
動きは、今年度が一つの正念場である。
　最近、厚生労働省の周辺ではいくつかの単語が
頻繁に聞かれる。「科学的介護」「IT・ICT・AI」
「生産性向上」「MS」等々。これらの単語関連で、
次の報酬改定の基本骨格が形成されていくものと
考えられることから、これらを紐解いてみたい。
　「科学的介護」は介護の世界にもエビデンスを、
とのかけ声と、医療のデータベースとの結合をめ
ざしたものであり、次の改定では「CHASE」と
いうデータ提出加算が見込まれていることはご存
じかと思う。さまざまな課題があり、容易なもの
ではないが、総論としては必要なものかと思う。
　「IT・ICT・AI」はデジタル化や電子頭脳、ロ
ボットなどを活用してのケアの効率化などを狙っ
たものと、人材不足への対応なども含まれる。科
学大国日本としては時代の趨

すう
勢
せい
から重要な方向性

であることは間違いない。「お手当」という言葉
があるように、人のぬくもりは大切であるが、デ
ジタル化がケアの質を上げてくれる分野もたくさ
んあるようだ。全老健としては、ADLの評価指
標としてのICFステージングをAIが自動評価し
てくれるシステムなどの開発が、大いに有用なも
のの一つと考えている。
　「生産性向上」は、自動車工場のオートメー
ション化のように単純ではないケアの世界では、
簡単にはいかない。利用者の自立支援に資するこ
とを大前提としての生産性の向上である点を忘れ
てはならない。生産性が上がれば、少ない人材で

の対応も可能になる上、より幅の広いケアの展開
も可能になる。
　「MS」、すなわちマネジメントシステムは生産
性の向上などにも関連してくる。その定義は「方
針および目標を定め、それらを達成するために組
織を適切に管理・維持し、改善するための仕組
み」のこととされている。施設経営のプロセスを
評価し見直していく、PDCAサイクルを体系化
したものと考えてほしい。組織管理上も重要な課
題であろう。リスク管理や不正のチェックなどに
もつながるだけでなく、ケアの質の向上と利用者
の自立支援に向けての大前提といえる。
　こんなキーワードをもとにして、今年度もさま
ざまな調査研究事業を展開している。毎年のこと
だが、今年度の成果が次の改定の礎になるので、
各施設に届く調査票には真摯に回答してほしい。
正確なデータの集積と緻密な解析が積み上がって
初めて、エビデンスが構築される。全老健で学
術・研修部門を担当する身としては、全会員施設
からデータが届くことを切に望むものである。
　話は変わるが、最近ふと思うことがあった。こ
の号が届くのは、ラグビーワールドカップ2019
が佳境に入っている頃だ。世界には190を超える
国々があり、多くの言語が存在している。翻訳機
器の進歩もあるが、すべての地域をカバーしてい
るわけではなく、コミュニケーションにはいまだ
に言語という壁が立ちはだかる。しかし、音楽の
世界は、楽譜を見れば世界共通で、ベートーベン
やショパンが想起した世界を、国と時間を超えた
我々でも感じ、演奏することができる。
　利用者一人ひとりの思いは異なるが、その思い
を受け止めることができさえすれば、世界に通じ
る質の高いケアが提供できる、そんな標準化がで
きたらいいなあ…と個人的には夢見る今日この頃
である。
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